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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 田中 久雄    副会長／ 原 孝士 

幹事／ 飯塚 大幸    会計／ 黒田 昌弘 

■■■例会プログラム 

例会 卓話者 演題 

1 月 31 日 
平田高校 校長 

清水 和則 様 
「わたしと卓球」 

2 月 7 日 
古代出雲歴史博物館 

森田 喜久男 様 
「風土記」 関係 

2 月 14 日 
元 平田中学校 校長 

坂本 博之 様 
「皆様方に生かされて」 

■■■出席報告 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 
前回 

補正率 

46 41  5 (1) 91.11 % 86.36 % 

■■■欠席者 

田中浩／園山／堀江／三代 （石原恵行） 

■■■MU 

1/28 小村(松江南) 

1/29 高砂(松江しんじ湖) 

******************************************************* 

■■■次回例会受付当番 

（2 月 14 日） 吾郷道夫／加藤 昇／加藤喜久 

 

■■■近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） 

                           赤文字 例会変更 

月 松江南クラブ  水 大社クラブ  

月 出雲中央クラブ  木 松江東クラブ 1/31 

火 松江しんじ湖  金 出雲南クラブ  

火 出雲クラブ    

水 松江クラブ 2/13  （第 1・3 水） 平田 RAC 

 

■■■会長挨拶■■■ 

－ 平田特産・来間屋生姜糖に思う － 

日本経済新聞の「全国 SWEET 紀行」に出雲国、来間屋生姜糖本

舗が紹介されていた。私の記憶では日本の生姜糖の元祖として創業三

百余年の歴史を有し今の店主は来間久氏 11 代目に当たる。 

その頃の平田は貞享の川違いが始まった頃で、すでに本町、新町、

宮の町には家が並び片原町の船川沿いには家はなく片側の町であった。

従って当時の舟は宍道湖から入江状になった平田湾に入り、現在の灘

町に停泊し船頭や客達も生姜糖を土産に買い求めたのだろう。 

元禄の頃である。  少量を日々の積み重ねで作る事を信条とし商売

の拡大を計らず今日を迎える平田の代表的特産品である。常に出西生

姜を用い小ぶりでやわらかく繊維が少なく辛味が強い。板状の生姜糖が

主流だが別に紙に包み一口サイズのものもある。東京の女性にそれを送

ったら上衣のポケットに忍ばせ電車の中で食べると SWEET な気分で満

点と評した。 

 

 

■■■理事会決定事項■■■ 

  土江昭壱会員より退会届が提出され、受理いたしました。 

 

■■■幹事報告■■■ 

１．例会変更 

松江ＲＣ 2/13(水) 夜間例会 

   ビジター受付 定刻定例会場 

２．新入会員候補の紹介 

     錦織禎徳様 昭和 7 年 2 月 2 日生 

     島根大学名誉教授  高分子化学 

   クラブ細則第 13 条第 5 節により、異議のある方は 

     本日より7 日以内に書面をもってお申し出下さい。 

 

■■■スマイル■■■ 

田中久・木佐・牧野・園・大島治・恒松・杉原 

平田高校 清水校長をお迎えして。 

加藤昇 学生時代から親しくさせていただいていた清水先生のスピーチ

を楽しみにしています。 

高砂   スピーカーに清水先生をお迎えして。 

      ロータリー入会をお待ちしています。 

飯塚大 清水校長先生ようこそいらっしゃいました。 

      普陀山へ参ります。 

平野   大変良い事があって。 

遠藤   私事にて早退させていただきます。 

 

■■■スピーチ■■■ 

「わたしと卓球」 

平田高校 校長   清水 和則 様 

 

 教員としてはじめて着任した平田高校で卓球部の監督として県大会

で優勝することができました。以後、県内の各高校でも、なぜだか 2 年目

に優勝を経験することが多かったです。生徒たちは、競争の中で能力を

伸ばしていくことを教わったように思います。 

 また、国際審判員の資格を取得し、多くの国際大会の場で各国の卓

球選手たちと交流を深めることができました。 

 


